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１

　

八
門
の
砲
口
に
、
閃
光
が
ほ
と
ば
し
っ
た
。

　

巨
大
な
砲
声
は
、
百

ひ
ゃ
く

雷ら
い

の
ご
と
く
で
あ
り
、
鋼
鉄
製
の

艦
体
は
、
発
射
の
反
動
に
震
え
る
。

　

劔
つ
る
ぎ

型
巡
洋
戦
艦
の
一
番
艦
「
劔
」
に
と
り
、
昭
和
一
五

年
一
〇
月
に
戦
わ
れ
た
小
笠
原
諸
島
沖
海
戦
以
来
、
三
年
四

ヵ
月
ぶ
り
の
斉
射
だ
っ
た
。

　

各
砲
塔
の
内
部
で
は
、
次
発
装そ

う

填て
ん

が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

揚よ
う

弾だ
ん

筒と
う

の
最
上
部
、
換か

ん

装そ
う

筒と
う

の
中
で
準
備
さ
れ
て
い
た
四

六
セ
ン
チ
砲
弾
が
、
装
填
盤
に
乗
せ
ら
れ
る
。

　

装
填
盤
が
前
方
に
移
動
し
、
主
砲
弾
が
砲
身
内
部
に
押
し

込
ま
れ
、
薬
室
に
装
薬
が
充

じ
ゅ
う

填て
ん

さ
れ
る
。

　

流
れ
る
よ
う
な
作
業
は
、
各
砲
塔
の
一
番
砲
と
二
番
砲
で

同
時
に
行
わ
れ
、
二
門
の
砲
身
に
主
砲
弾
の
装
填
が
完
了
す

る
。

「
発
令
所
長
よ
り
砲
術
長
。
全
主
砲
の
次
発
装
填
完
了
。
各

砲
塔
と
も
、
装
填
時
間
は
四
〇
秒
で
す
」

「
了
解
！
」

　

発
令
所
長
臼う

す

杵き

太た

郎ろ
う

大
尉
の
報
告
を
受
け
、
砲
術
長
三み

国く
に

四し

郎ろ
う

中
佐
は
ご
く
短
く
応
答
を
返
し
た
。

「
だ
ん
ち
ゃ
ー
く
！
」

　

主
砲
発
射
後
の
時
間
を
計
測
し
て
い
た
細ほ

そ

野の

隆た
か

夫お

一
等
水

兵
の
若
々
し
い
声
が
響
い
た
。

　

三
国
は
、
直
径
一
八
セ
ン
チ
の
大
双
眼
鏡
を
通
し
て
、

「
劔
」
の
右う

舷げ
ん

側
海
面
を
注
視
し
た
。

　

水
平
線
付
近
に
、
奔ほ

ん

騰と
う

す
る
飛し

ぶ
き沫
が
見
え
る
。

「
劔
」
が
放
っ
た
四
六
セ
ン
チ
砲
弾
八
発
が
、
相さ

が
み模
灘な

だ

に
浮

か
ぶ
標
的
に
命
中
し
た
瞬
間
だ
。

「
砲
術
よ
り
艦
長
。
次
発
装
填
、
並
び
に
弾
着
を
確
認
し
ま

し
た
。
装
填
時
間
は
四
〇
秒
で
あ
り
ま
す
」

「
御
苦
労
。
こ
れ
で
本
艦
は
、
連
続
斉
射
が
可
能
に
な
っ
た

わ
け
だ
」

「
劔
」
艦
長
陶す

え

久ひ
さ

道み
ち

大
佐
が
、
満
足
感
を
感
じ
さ
せ
る
声
で

返
答
し
た
。
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三
国
も
ま
た
、
二
つ
の
大
き
な
喜
び
を
感
じ
て
い
る
。

　

憧あ
こ
が
れ
て
い
た
職
に
就つ

け
た
こ
と
、
そ
し
て
自
分
の
乗
艦

「
劔
」
が
近
代
化
改
装
を
完
了
し
、
開
戦
時
よ
り
も
格
段
に

強
力
な
艦
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
こ
と
だ
。

　

三
国
は
開
戦
時
、「
劔
」
の
副
砲
長
の
地
位
に
あ
り
、
敵

の
中
小
型
艦
か
ら
「
劔
」
を
守
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
。

　

砲
術
を
志

こ
こ
ろ
ざし
た
者
と
し
て
、
い
ず
れ
は
帝
国
海
軍
最
強

の
劔
型
巡
戦
や
、
劔
型
に
次
ぐ
威
力
を
持
つ
紀き

伊い

型
戦
艦
、

加か

賀が

型
戦
艦
等
の
砲
術
長
や
艦
長
に
な
り
た
い
と
願
っ
て
い

た
。

　

小
笠
原
諸
島
沖
海
戦
の
終
了
後
、
三
国
は
軽
巡
洋
艦
「
奥お

入い
ら

瀬せ

」
の
砲
術
長
に
任
じ
ら
れ
、
軍
艦
一
隻
の
砲
戦
指
揮
全

て
を
司

つ
か
さ
どる

立
場
と
な
っ
た
。

　

乗
艦
の
「
奥
入
瀬
」
は
、
蘭ら

ん

印い
ん

を
巡
る
一
連
の
攻
防
戦
に

参
加
し
た
後
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
を
巡
る
戦

い
に
も
投
入
さ
れ
た
。

　

厳
し
さ
を
増
す
戦
局
の
中
、
三
国
は
同
艦
の
砲
術
長
と
し

て
戦
い
続
け
、
敵
艦
と
何
度
も
砲
火
を
交
え
た
。

「
奥
入
瀬
」
に
着
任
し
た
と
き
に
は
少
佐
だ
っ
た
が
、
昨
年

四
月
、「
奥
入
瀬
」
砲
術
長
の
任
を
解
か
れ
る
ま
で
の
間
に
、

中
佐
に
昇
進
し
て
い
た
。

「
奥
入
瀬
」
か
ら
降
り
た
後
、
三
国
は
戦
艦
「
山や

ま

城し
ろ

」
の
砲

術
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
同
艦
は
第
一
次
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
沖

海
戦
で
の
損
傷
箇
所
を
修
理
し
た
後
、
も
っ
ぱ
ら
内
地
で
訓

練
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
出
撃
の
機
会
は
な
か
っ
た
。

　

戦
局
悪
化
の
情
報
は
「
山
城
」
に
も
伝
わ
り
、
三
国
も
焦あ

せ

り
を
感
じ
な
い
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
同
艦
の
艦
長
篠し

の

田だ

勝か
つ

清き
よ

大
佐
は
、

「
い
ず
れ
必
ず
お
呼
び
が
か
か
る
。
今
は
焦
ら
ず
、
技
量
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
だ
け
を
考
え
ろ
」

　

と
言
い
聞
か
せ
た
。

　

前
線
に
出
る
機
会
が
な
い
分
、
訓
練
の
時
間
は
た
っ
ぷ
り

あ
る
。

「
山
城
」
で
の
砲
術
長
勤
務
は
、
戦
艦
の
主
砲
の
扱
い
に
慣

れ
る
た
め
の
修
行
と
考
え
よ
、
と
篠
田
は
忠
告
し
た
の
だ
。

「
山
城
」
で
の
修
行
は
、
お
よ
そ
半
年
後
に
終
わ
っ
た
。
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一
〇
月
初
め
、
三
国
は
「『
劔
』
砲
術
長
勤
務
ヲ
命
ズ
」

の
辞
令
を
受
け
、
か
つ
て
副
砲
長
と
し
て
勤
務
し
た
「
劔
」

に
戻
る
こ
と
と
な
っ
た
の
だ
。

「
劔
」
は
小
笠
原
諸
島
沖
海
戦
終
了
後
、
損
傷
箇
所
の
修
理

と
併あ

わ

せ
、
近
代
化
改
装
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
た

め
、
長
期
の
ド
ッ
ク
入
り
を
余よ

儀ぎ

な
く
さ
れ
た
。

　

開
戦
前
よ
り
、
弱
点
と
さ
れ
て
い
た
水
圧
装
置
を
改
良
し
、

連
続
斉
射
を
可
能
に
し
た
こ
と
と
併
せ
て
、
対
空
火
器
を
増

強
し
た
。

　

更
に
、
通
信
機
を
最
新
の
も
の
に
交
換
す
る
と
共
に
、
近

年
重
要
性
が
増
し
て
い
る
電
波
探た

ん

信し
ん

儀ぎ

や
、
敵
の
電
探
波
を

探
知
で
き
る
逆
探
を
搭
載
し
、
索
敵
能
力
を
高
め
た
の
だ
。

　

三
国
が
着
任
し
た
と
き
に
は
、
長な

が

き
に
わ
た
っ
た
「
劔
」

の
改
装
も
最
終
段
階
に
入
っ
て
い
た
。

　

戦
局
の
焦
点
は
、
北
部
ソ
ロ
モ
ン
や
ラ
バ
ウ
ル
か
ら
、
ト

ラ
ッ
ク
環か

ん

礁し
ょ
う
や
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
に
移
っ
て
お
り
、
軍
令

部
か
ら
は
毎
日
の
よ
う
に
、「
劔
」
の
改
装
を
急
が
せ
る
催さ

い

促そ
く

の
声
が
工こ

う

廠
し
ょ
うに
届
い
て
い
た
。

　

着
任
後
、
最
初
の
三
ヶ
月
間
は
そ
の
慌あ

わ

た
だ
し
さ
の
中
で

過
ぎ
去
り
、
今

―
昭
和
一
九
年
二
月
二
日
、「
劔
」
は
生

ま
れ
変
わ
っ
た
姿
を
洋
上
に
浮
か
べ
た
の
だ
。

　

改
良
さ
れ
た
水
圧
装
置
は
問
題
な
く
働
き
、
各
砲
塔
と
も

二
門
の
砲
身
に
四
〇
秒
で
次
発
装
填
を
完
了
す
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。

「
穂ほ

高た
か

」
と
「
乗の

り

鞍く
ら

」
―
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

時
点
か
ら
、
既
に
改
良

さ
れ
た
水
圧
装
置
を
搭
載
し
て
い
た
姉
妹
艦
に
、「
劔
」
は

よ
う
や
く
追
い
つ
い
た
の
だ
。

「
砲
術
長
席
の
座
り
心
地
は
ど
う
だ
？
」

　

陶
が
、
笑
い
を
含
ん
だ
声
で
聞
い
た
。

　

着
任
の
申
告
を
し
た
と
き
、
三
国
は
陶
に
、「
劔
」
に
副

砲
長
と
し
て
乗
艦
し
て
い
た
こ
と
、
戦
艦
、
巡
戦
の
砲
術
長

職
、
わ
け
て
も
劔
型
の
そ
れ
に
は
か
ね
て
よ
り
憧
れ
て
い
た

こ
と
を
話
し
て
い
る
。

「
心
身
共
に
、
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
務
め

て
き
た
、
ど
の
職
よ
り
も
」

「
本
艦
は
、
開
戦
時
は
紛ま

ぎ

れ
も
な
く
帝
国
海
軍
最
強
の
戦
闘
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艦
だ
っ
た
が
、
今
は
違
う
。『
大や

ま
と和

』
と
『
武む

蔵さ
し

』
が
戦
列

に
加
わ
っ
た
今
、
劔
型
は
二
番
手
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
れ
で
も
、
本
艦
へ
の
憧
れ
は
変
わ
ら
な
い
か
ね
？
」

「
無
論
で
す
」

　

三
国
は
、
一
切
躊ち

ゅ
う

躇ち
ょ

せ
ず
に
答
え
た
。

　

劔
型
巡
戦
に
対
す
る
三
国
の
思
い
入
れ
は
、
同
型
を
初
め

て
自
分
の
目
で
見
て
以
来
の
こ
と
だ
。

　

前
期
型
の「
劔
」「
燕

つ
ば
く
ろ」で
あ
れ
、
後
期
型
の「
穂
高
」「
乗

鞍
」
で
あ
れ
、
八
八
艦
隊
計
画
艦
一
六
隻
の
中
で
最
も
大
き

く
、
か
つ
力
強
い
艦
容
を
持
つ
巡
戦
の
姿
は
、
目
の
奥
に
は

っ
き
り
と
焼
き
付
い
て
い
る
。

　

ポ
ス
ト
八
八
艦
隊
と
な
る
新
鋭
戦
艦
が
竣
工
し
た
か
ら
と

い
っ
て
、
憧
れ
が
消
え
る
こ
と
は
な
い
。

　

ま
た
三
国
は
、
劔
型
が
大
和
型
に
比
べ
、
劣
っ
て
い
る
と

は
思
っ
て
い
な
い
。

　

火
力
、
防
御
力
は
多
少
落
ち
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
機
動

力
は
優ま

さ

っ
て
い
る
。

　

乗
員
の
働
き
次
第
で
、「
大
和
」「
武
蔵
」
を
上
回
る
活
躍

が
で
き
る
は
ず
だ
。

「
頼
も
し
い
限
り
だ
」

　

陶
は
、
満
足
げ
な
声
で
言
っ
た
。
二
、
三
秒
沈
黙
し
た
後

で
、
言
葉
を
続
け
た
。

「
本
艦
を
待
っ
て
い
る
の
は
、
修し

ゅ

羅ら

の
道
だ
。
予
想
さ
れ
る

米
艦
隊
と
の
決
戦
は
、
過
酷
な
も
の
と
な
る
ぞ
」

　

三
国
は
、
殊こ

と

更さ
ら

に
力
を
込
め
て
答
え
た
。

「
本
艦
の
砲
術
長
席
で
死
ね
る
な
ら
、
私
は
本ほ

ん

望も
う

で
す
」

２

「
間
に
合
っ
て
く
れ
た
か
」

　

連
合
艦
隊
司
令
長
官
古こ

賀が

峯み
ね

一い
ち

大
将
は
、
大
き
く
安あ

ん

堵ど

の

息
を
つ
い
た
。

　

柱
島
泊
地
に
停
泊
し
て
い
る
連
合
艦
隊
旗
艦
「
乗
鞍
」
の

長
官
公
室
だ
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
連
合
艦
隊
の
将

し
ょ
う

旗き

は
戦
艦
「
大
和
」

か
「
武
蔵
」
に
掲
げ
ら
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
だ
が
、
現
在
は
両
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艦
と
も
ド
ッ
ク
入
り
し
、
第
二
次
ト
ラ
ッ
ク
沖
海
戦
で
受
け

た
損
傷
の
修
理
中
だ
。

　

こ
の
た
め
連
合
艦
隊
司
令
部
は
、
同
海
戦
を
軽
微
な
損
害

で
切
り
抜
け
た
「
乗
鞍
」
を
旗
艦
に
定
め
て
い
る
。

　

こ
の
日
―
昭
和
一
九
年
二
月
二
〇
日
、
艦か

ん

政せ
い

本
部
よ
り
、

劔
型
巡
戦
の
二
番
艦
「
燕
」
の
修
理
と
近
代
化
改
装
が
完
了

し
、
出

し
ゅ
っ

渠き
ょ

し
た
と
の
報
告
が
届
い
た
。

　

四
隻
の
劔
型
巡
戦
ほ
ど
、
前
線
へ
の
復
帰
が
待
ち
望
ま
れ

て
い
た
艦
は
な
い
。

　

南
方
作
戦
の
終
了
後
に
「
劔
」
の
近
代
化
改
装
を
始
め
た

こ
と
、
第
二
次
テ
ィ
モ
ー
ル
島
沖
海
戦
で「
燕
」「
穂
高
」「
乗

鞍
」
が
大
き
な
損
傷
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
連
合
艦
隊
は
、

Ｂ
Ｓ
作
戦
―
米
豪
分
断
作
戦
に
始
ま
る
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島

や
ラ
バ
ウ
ル
で
の
攻
防
戦
を
、
劔
型
抜
き
で
戦
わ
ね
ば
な
ら

な
く
な
っ
た
。

　

切
り
札
を
欠
い
た
八
八
艦
隊
に
は
損
害
が
相
次
ぎ
、
ブ
ー

ゲ
ン
ビ
ル
島
沖
で
「
加
賀
」「
近お

う
み江
」「
駿す

る

河が

」「
赤あ

か

城ぎ

」
を
、

ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
近
海
で
「
高た

か

雄お

」「
阿あ

蘇そ

」
を
、
そ
れ

ぞ
れ
失
う
こ
と
と
な
っ
た
。

「
平
時
な
ら
と
も
か
く
、
戦
時
中
に
『
劔
』
の
近
代
化
改
装

を
実
施
し
た
の
は
、
間
違
い
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」

「『
燕
』
の
修
理
は
止や

む
を
得え

な
い
と
し
て
も
、
近
代
化
改

装
ま
で
を
行
い
、
入

に
ゅ
う

渠き
ょ

を
長
期
化
さ
せ
た
の
は
失
敗
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
」

　

こ
の
よ
う
な
批
判
は
、
海
軍
省
や
軍
令
部
、
連
合
艦
隊
麾き

下か

の
各
部
隊
か
ら
も
上
が
っ
た
。

　

艦
政
本
部
は
、
こ
れ
ら
の
声
を
受
け
、「
劔
」
と
「
燕
」

が
入
渠
し
て
い
る
横
須
賀
海
軍
工
廠
と
川
崎
造
船
所
に
、
修

理
と
改
装
を
急
ぐ
よ
う
促う

な
がし
た
。

　

劔
型
の
後
期
建
造
艦
「
穂
高
」
と
「
乗
鞍
」
だ
け
は
、
一

足
先
に
出
渠
し
、
昨
年
一
一
月
の
第
二
次
ト
ラ
ッ
ク
沖
海
戦

に
参
加
し
た
が
、「
劔
」「
燕
」
の
改
装
は
、
な
か
な
か
進
ま

な
か
っ
た
。

「『
劔
』
と
『
燕
』
に
は
、
も
う
戦
う
機
会
が
来
な
い
の
で

は
な
い
か
」

「
両
艦
が
改
装
を
終
わ
る
前
に
、
戦
争
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
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の
で
は
な
い
か
」

　

そ
ん
な
危き

惧ぐ

の
声
も
、
連
合
艦
隊
司
令
部
や
軍
令
部
で

囁
さ
さ
やか
れ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
焦

し
ょ
う

燥そ
う

の
時
が
、
よ
う
や
く
終
わ
っ
た
。

「
劔
」「
燕
」
は
改
装
を
完
了
し
、
晴
れ
て
戦
列
に
復
帰
す

る
運
び
と
な
っ
た
の
だ
。

「『
劔
』『
燕
』
の
復
帰
は
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で
す
が
、
今
度
は

他
の
艦
の
修
理
や
整
備
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
、
な
ど
と
い

う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
な
」

「
冗
談
で
も
止
め
て
く
れ
、
そ
ん
な
こ
と
は
」

　

本
気
と
も
冗
談
と
も
つ
か
ぬ
口
調
で
言
っ
た
参
謀
副
長
中な

か

瀬せ

泝の
ぼ
る

大
佐
に
、
古
賀
は
険け

わ

し
い
顔
を
向
け
た
。

　

不
謹
慎
に
過
ぎ
る
、
と
言
い
た
げ
だ
っ
た
。

「
来
た
る
べ
き
決
戦
で
は
、
我
が
連
合
艦
隊
は
四
六
セ
ン
チ

砲
搭
載
艦
六
隻
を
揃
え
て
戦
う
の
だ
。
日
に
日
に
強
大
化
す

る
米
艦
隊
に
対
抗
す
る
術す

べ

は
、
そ
れ
以
外
に
は
な
い
」

　

一
同
の
目
が
、
壁
に
貼
ら
れ
て
い
る
艦
隊
の
編
成
表
に
向

け
ら
れ
た
。

　

―
昨
年
一
一
月
二
〇
日
の
第
二
次
ト
ラ
ッ
ク
沖
海
戦
終

了
後
、
連
合
艦
隊
は
大
幅
な
編
制
替
え
を
実
施
し
た
。

　

従
来
、
第
一
艦
隊
は
戦
艦
中
心
、
第
二
艦
隊
は
巡
洋
戦
艦

中
心
の
編
制
と
し
て
来
た
が
、
開
戦
以
来
の
戦
い
で
多
数
の

八
八
艦
隊
計
画
艦
を
失
い
、
第
一
、
第
二
両
艦
隊
の
戦
力
維

持
が
困
難
に
な
っ
た
た
め
だ
。

　

現
在
、
第
一
艦
隊
に
は
、
帝
国
海
軍
の
戦
艦
、
巡
戦
の
う

ち
、
最
も
強
力
な
艦
六
隻
を
集
中
し
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
第
一
戦
隊
の
戦
艦
「
大
和
」「
武
蔵
」、
第
三

戦
隊
の
巡
洋
戦
艦
「
穂
高
」「
乗
鞍
」「
劔
」「
燕
」、
第
七
戦

隊
の
重
巡
洋
艦
「
栗く

り

駒こ
ま

」「
戸と

隠が
く
し」「
鞍く

ら

馬ま

」「
生い

駒こ
ま

」、
第
一
、

第
三
の
両
水
雷
戦
隊
と
い
う
編
制
だ
。

　

一
方
、
第
二
艦
隊
―
か
つ
て
の
巡
戦
部
隊
は
、
高
速
戦

艦
と
巡
洋
艦
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
六
戦
隊
の
戦
艦
「
霧き

り

島し
ま

」「
比ひ

叡え
い

」「
榛は

る

名な

」、
第
八
戦

隊
の
重
巡
「
雲う

ん

仙ぜ
ん

」「
黒く

ろ

姫ひ
め

」、
第
九
戦
隊
の
重
巡
「
衣き

ぬ

笠が
さ

」

「
古ふ

る

鷹た
か

」、
第
一
一
戦
隊
の
軽
巡
洋
艦
「
奥
入
瀬
」「
北き

た

上が
み

」

「
多た

摩ま

」、
第
一
二
戦
隊
の
軽
巡
「
九く

頭ず

龍り
ゅ
う

」「
渡わ

た

良ら

瀬せ

」
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「
名な

取と
り

」「
由ゆ

ら良
」、
第
二
、
第
四
の
両
水
雷
戦
隊
を
擁よ

う

し
て

お
り
、
水
上
砲
戦
に
際
し
て
は
、
高
速
を
利り

し
て
の
斬
り
込

み
部
隊
の
役
割
を
担に

な

う
。

　

開
戦
時
に
比
べ
れ
ば
、
艦
の
数
で
は
見
劣
り
す
る
。

　

だ
が
、
四
六
セ
ン
チ
砲
の
搭
載
艦
六
隻
を
集
中
し
た
第
一

艦
隊
の
火
力
に
は
比
類
が
な
い
。

　

再
編
制
を
終
え
た
連
合
艦
隊
、
特
に
六
隻
の
四
六
セ
ン
チ

砲
搭
載
艦
を
も
っ
て
、
米
軍
の
侵
攻
を
必
ず
食
い
止
め
る
。

　

古
賀
の
口
調
と
表
情
に
は
、
そ
の
決
意
が
滲に

じ

ん
で
い
た
。

「
問
題
は
、
米
軍
が
ど
う
動
く
か
で
す
」

　

参
謀
長
加か

来く

止と
め

男お

少
将
が
表
情
を
引
き
締
め
、
ち
ら
と
中

瀬
を
見
や
っ
た
。

「
敵
が
、
こ
ち
ら
の
都
合
に
合
わ
せ
て
動
い
て
く
れ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
参
謀
副
長
の
言
葉
は
、
あ
り
得
る
可
能

性
を
提
起
し
た
も
の
だ
と
、
私
は
考
え
ま
す
」

　

加
来
は
、
戦
況
図
に
指
示
棒
を
伸
ば
し
、
米
軍
の
占
領
下

に
入
っ
た
島
々
を
順
繰
り
に
指
し
た
。

　

第
二
次
ト
ラ
ッ
ク
沖
海
戦
の
終
了
後
、
新
た
に
米
軍
の
手

中
に
落
ち
た
の
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
最
西
端
の
エ
ニ
ウ
ェ

ト
ク
環
礁
と
、
ビ
ス
マ
ル
ク
諸
島
の
西
北
西
に
位
置
す
る
ア

ド
ミ
ラ
ル
テ
ィ
諸
島
だ
。

　

ト
ラ
ッ
ク
環
礁
と
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
ラ
バ
ウ
ル
を
始
め

と
す
る
ビ
ス
マ
ル
ク
諸
島
は
、
今
な
お
日
本
軍
が
確
保
し
続

け
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
地
は
、
単
に
「
日
本
軍
の
占
領
下

に
あ
る
」
と
い
う
だ
け
だ
。

　

ト
ラ
ッ
ク
環
礁
は
、
昨
年
一
二
月
一
〇
日
の
米
機
動
部
隊

に
よ
る
攻
撃
と
、
米
軍
重
爆
部
隊
に
よ
る
空
襲
の
反
復
に
よ

り
、
全
て
の
飛
行
場
が
使
用
不
能
と
な
っ
た
。

　

米
軍
の
制
空
権
下
に
入
っ
た
ト
ラ
ッ
ク
は
、
艦
隊
の
泊
地

と
し
て
も
使
用
で
き
な
く
な
り
、
同
地
は
事
実
上
孤こ

立り
つ

し
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
が
無
力
化
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
ト
ラ
ッ
ク
に
支
え

ら
れ
て
い
た
ラ
バ
ウ
ル
も
無
力
に
な
る
。

　

米
軍
が
ア
ド
ミ
ラ
ル
テ
ィ
諸
島
を
占
領
し
、
ト
ラ
ッ
ク
と

の
間
に
楔く

さ
びを
打
ち
込
ん
だ
た
め
、
ト
ラ
ッ
ク
、
ラ
バ
ウ
ル
間

の
連
絡
も
断
ち
切
ら
れ
た
。

　

米
軍
は
上
陸
作
戦
を
行
う
こ
と
な
く
、
ト
ラ
ッ
ク
、
ラ
バ
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ウ
ル
を
無
力
化
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

　

大だ
い

本ほ
ん

営え
い

は
今
年
一
月
、
ラ
バ
ウ
ル
へ
の
補
給
を
断
念
し
、

同
地
を
守
る
南
東
方
面
艦
隊
司
令
部
と
第
一
七
軍
に
現
地
自

活
を
命
じ
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
に
は
、
な
お
細
々
と
補
給
が
続
け
ら
れ
て
い
る

も
の
の
、
同
地
が
ラ
バ
ウ
ル
同
様
、
守
備
隊
将
兵
も
ろ
と
も

見
捨
て
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
確
実
視
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
状
況
下
、
米
軍
は
早
く
も
鉾ほ

こ

先さ
き

を
次
の
攻
略
目
標
に

向
け
て
い
る
。

　

マ
リ
ア
ナ
諸
島
の
グ
ア
ム
島
、
及
び
ト
ラ
ッ
ク
と
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
中
間
に
位
置
す
る
パ
ラ
オ
諸
島
に
は
、
既
に
米
軍
の

四
発
重
爆
が
偵
察
に
飛
来
し
て
い
る
の
だ
。

　

米
軍
が
、
マ
リ
ア
ナ
に
来
る
の
か
、
パ
ラ
オ
に
来
る
の
か

は
、
現
時
点
で
は
分
か
ら
な
い
。

　

た
だ
、
軍
令
部
の
第
五
課
は
、

「
米
太
平
洋
艦
隊
が
、
第
二
次
ト
ラ
ッ
ク
沖
海
戦
の
損
害
か

ら
回
復
す
る
時
期
は
、
今
年
四
月
」

　

と
推
定
し
て
い
る
。

　

第
一
、
第
二
両
艦
隊
の
全
艦
が
出
撃
可
能
と
な
る
の
は
、

四
月
末
だ
。

　

連
合
艦
隊
が
戦
力
を
整
え
る
前
に
、
米
軍
の
新
た
な
攻
勢

が
始
ま
る
こ
と
が
懸け

念ね
ん

さ
れ
た
。

「
米
軍
の
来ら

い

寇こ
う

時
期
は
、
軍
令
部
の
推
定
よ
り
も
遅
く
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
」

　

情
報
参
謀
磯い

そ

崎ざ
き

稔み
の
る

中
佐
が
発
言
し
た
。

　

幕
僚
全
員
の
眼
が
、
磯
崎
に
向
け
ら
れ
た
。

「
中
立
国
の
大
使
館
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
情
報
で
す
が
、
米

国
は
昨
年
末
、
ミ
シ
ガ
ン
級
、
ミ
ズ
ー
リ
級
に
続
く
新
鋭
戦

艦
を
竣
工
さ
せ
た
と
の
こ
と
で
す
。
全
長
は
ミ
ズ
ー
リ
級
を

凌し
の

ぎ
、
全
幅
は
我
が
大
和
型
に
匹
敵
す
る
巨
艦
だ
と
の
こ
と

で
す
。
新
た
な
攻
勢
は
、
新
鋭
戦
艦
の
慣か

ん

熟じ
ゅ
く

訓
練
の
終
了

を
待
っ
て
か
ら
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
ま
す
」

　

話
し
て
い
る
最
中
に
、
古
賀
の
表
情
が
微
妙
に
変
わ
る
の

を
、
磯
崎
は
認
め
た
。

「
全
幅
は
我
が
大
和
型
に
匹
敵
す
る
巨
艦
」
と
口
に
し
た
と

こ
ろ
で
、
眉ま

ゆ

が
ぴ
く
り
と
動
い
た
の
だ
。
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「
兵
装
は
分
か
ら
ぬ
か
？ 

四
六
セ
ン
チ
砲
、
も
し
く
は
そ

れ
を
上
回
る
砲
を
搭
載
し
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
の
か
？
」

「
現
時
点
で
は
、
三
連
装
砲
塔
四
基
と
い
う
こ
と
し
か
判
明

し
て
お
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
ミ
シ
ガ
ン
級
、
ミ
ズ
ー
リ
級
の

主
砲
口
径
が
四
〇
セ
ン
チ
に
留
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見

て
、
新
鋭
戦
艦
の
主
砲
も
、
四
〇
セ
ン
チ
砲
で
あ
る
可
能
性

大
と
考
え
ら
れ
ま
す
」

「
四
〇
セ
ン
チ
砲
一
二
門
な
ら
、
そ
れ
ほ
ど
恐
ろ
し
い
相
手

で
は
あ
り
ま
せ
ん
な
」

　

作
戦
参
謀
野の

間ま

英え
い

三ざ
ぶ

郎ろ
う

中
佐
が
安
心
し
た
よ
う
な
声
で
言

い
、
幕
僚
た
ち
の
多
く
が
、
同
意
す
る
よ
う
に
頷う

な
ずい
た
。

　

四
〇
セ
ン
チ
砲
一
二
門
と
い
え
ば
、
ダ
ニ
エ
ル
ズ
計
画
艦

の
サ
ウ
ス
・
ダ
コ
タ
級
戦
艦
と
同
じ
だ
。

　

そ
し
て
帝
国
海
軍
は
、
小
笠
原
諸
島
沖
海
戦
で
サ
ウ
ス
・

ダ
コ
タ
級
戦
艦
六
隻
と
戦
い
、
勝
っ
て
い
る
。

「
侮あ

な
どり
は
禁
物
だ
」

　

古
賀
が
、
殊
更
厳
し
い
表
情
で
言
っ
た
。

「
ミ
シ
ガ
ン
級
、
ミ
ズ
ー
リ
級
は
、
ダ
ニ
エ
ル
ズ
計
画
艦
の

サ
ウ
ス
・
ダ
コ
タ
級
よ
り
火
力
が
小
さ
い
。
に
も
関
わ
ら
ず
、

我
が
軍
の
戦
艦
は
、
何
隻
も
ミ
シ
ガ
ン
級
や
ミ
ズ
ー
リ
級
に

沈
め
ら
れ
て
い
る
。
サ
ウ
ス
・
ダ
コ
タ
級
と
同
等
の
火
力
し

か
持
た
ぬ
戦
艦
、
で
は
な
く
、
新
鋭
艦
の
ミ
シ
ガ
ン
級
、
ミ

ズ
ー
リ
級
よ
り
三
割
以
上
強
力
な
火
力
を
持
つ
戦
艦
と
考
え

る
べ
き
だ
ろ
う
」

「
そ
の
よ
う
な
戦
艦
は
、
実
在
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

米

国
の
軍
艦
に
は
、
パ
ナ
マ
運
河
を
通
行
可
能
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
と
い
う
制
限
が
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
全
幅
が
『
大

和
』
に
匹
敵
す
る
艦
な
ら
、
パ
ナ
マ
運
河
は
通
れ
ま
せ
ん
」

　

航
海
参
謀
立た

ち

花ば
な

止と
め

中
佐
の
疑
問
に
、
磯
崎
が
答
え
た
。

「
南
米
の
ホ
ー
ン
岬
沖
を
回
れ
ば
、
大
西
洋
か
ら
太
平
洋
へ

の
回
航
は
可
能
で
す
。
米
国
は
、
本
当
に
必
要
と
す
る
軍
艦

で
あ
れ
ば
、
パ
ナ
マ
運
河
の
通
行
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
で
し

ょ
う
」

「
新
鋭
戦
艦
の
就
役
を
待
ち
、
我
が
大
和
型
に
対
抗
し
得
る

態
勢
を
整
え
て
か
ら
進
攻
を
開
始
す
る
…
…
か
。
実
に
用
意

周
到
な
、
そ
れ
だ
け
に
容
易
な
ら
ぬ
敵
だ
」
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加
来
の
言
葉
を
受
け
、
古
賀
が
言
っ
た
。

「
敵
も
、
不
退
転
の
決
意
で
我
が
軍
と
の
決
戦
に
臨の

ぞ

ま
ん
と

し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
負
け
ら
れ

ぬ
一
戦
だ
。
最
悪
の
事
態
が
起
き
た
場
合
、
本
土
が
敵
の
巨

砲
に
蹂

じ
ゅ
う

躙り
ん

さ
れ
る
可
能
性
す
ら
考
え
ら
れ
る
」

　

し
ば
し
、
沈
黙
が
長
官
公
室
を
支
配
し
た
。

　

大
和
型
二
隻
と
劔
型
四
隻
は
、
世
界
の
ど
の
海
軍
も
持
た

な
い
強
大
な
戦
力
だ
が
、
同
時
に
帝
国
海
軍
が
持
つ
最
後
の

切
り
札
で
も
あ
る
。

　

そ
の
切
り
札
を
使
っ
て
敗
北
し
た
場
合
、
も
は
や
米
太
平

洋
艦
隊
の
侵
攻
を
止
め
る
術
は
失
わ
れ
る
の
だ
。

　

ミ
シ
ガ
ン
級
、
ミ
ズ
ー
リ
級
が
、
本
土
近
海
に
現
れ
、
帝

都
を
始
め
と
す
る
諸
都
市
に
巨
弾
が
降
り
注
ぐ
悪
夢
の
よ
う

な
光
景
が
、
現
実
の
も
の
と
な
り
か
ね
な
い
。

　

来
た
る
べ
き
決
戦
は
、
亡ぼ

う

国こ
く

を
食
い
止
め
る
た
め
の
、
最

後
の
機
会
と
な
る
。

　

三
九
年
前
に
日
本
海
海
戦
を
戦
っ
た
東と

う

郷ご
う

平へ
い

八は
ち

郎ろ
う

司
令
長

官
と
同
等
の
―
い
や
、
そ
れ
以
上
の
覚
悟
で
、
決
戦
場
に

赴お
も
むか

ね
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
決
意
が
、
厳
し
く
引
き
締
め
ら
れ
た
古
賀
の
表
情
か

ら
感
じ
ら
れ
た
。

「
米
軍
の
新
鋭
戦
艦
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
情
報
参
謀
が

調
査
を
進
め
て
く
れ
。
新
た
に
判
明
し
た
こ
と
は
、
適て

き

宜ぎ

報

告
し
て
貰も

ら

い
た
い
」

　

古
賀
は
表
情
を
和や

わ

ら
げ
、
改
ま
っ
た
口
調
で
命
じ
た
。

　

決
戦
に
勝
つ
た
め
に
は
、
敵
を
知
る
こ
と
が
肝
要
だ
。
こ

の
場
で
推
測
す
る
そ
れ
よ
り
も
、
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
だ

と
言
い
た
げ
だ
っ
た
。

　

古
賀
が
着
席
す
る
と
、
加
来
が
新
た
な
問
題
を
提
起
し
た
。

「
米
艦
隊
と
の
決
戦
に
際
し
、
制
空
権
を
ど
の
よ
う
に
確
保

す
る
か
。
こ
れ
を
決
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」

「
う
む
」

　

古
賀
が
頷
き
、
先
を
続
け
る
よ
う
促
し
た
。

「
米
艦
隊
と
の
決
戦
に
際
し
て
は
、
母
艦
航
空
隊
だ
け
で
は

な
く
、
基
地
航
空
隊
の
戦
力
活
用
が
勝
利
の
鍵か

ぎ

に
な
る
と
考

え
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
二
次
ト
ラ
ッ
ク
沖
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海
戦
と
状
況
は
変
わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
」

　

航
空
参
謀
の
三み

重え

野の

武た
け
し

中
佐
が
、
壁
に
貼
ら
れ
て
い
る

編
成
表
に
歩
み
寄
り
、
新
た
に
編
制
さ
れ
た
第
三
艦
隊
に
指

示
棒
を
伸
ば
し
た
。

　

第
三
艦
隊
は
、
南
方
作
戦
の
終
了
後
、
一い

っ

旦た
ん

解
隊
さ
れ
た

が
、
従
来
と
は
大
き
く
異
な
る
艦
隊
と
し
て
再
編
制
さ
れ
た

も
の
だ
。

　

連
合
艦
隊
は
、
第
一
、
第
二
両
艦
隊
の
再
編
制
と
併
せ
て
、

従
来
水
上
砲
戦
部
隊
の
指
揮
下
に
あ
っ
た
空
母
部
隊
を
切
り

離
し
た
。

　

第
二
次
ト
ラ
ッ
ク
沖
海
戦
に
参
加
し
た
空
母
は
、
祥

し
ょ
う

鳳ほ
う

型
が
六
隻
、
飛ひ

鷹よ
う

型
が
四
隻
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
祥
鳳
型

の
拡
大
改
良
型
で
あ
る
神し

ん

龍り
ゅ
う

型
空
母
二
隻
が
戦
列
に
加
わ

っ
て
い
る
。

　

連
合
艦
隊
で
は
、
こ
れ
ら
を
第
一
か
ら
第
五
ま
で
の
五
個

航
空
戦
隊
に
再
編
制
し
、
第
三
艦
隊
司
令
部
が
全
航
空
戦
隊

の
統
一
指
揮
を
執と

る
も
の
と
し
た
の
だ
。

　

各
航
空
戦
隊
は
、
空
母
二
隻
な
い
し
三
隻
、
水
上
機
母
艦

一
隻
、
二
個
駆
逐
隊
か
ら
成
る
。

　

空
母
一
二
隻
の
搭
載
機
数
は
、
常
用
四
五
八
機
、
補
用
四

〇
機
に
達
す
る
。

　

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
戦
闘
機
で
あ
る
か
ら
、
艦
隊
の
直

ち
ょ
く

衛え
い

に
は
、
充
分
な
戦
力
を
持
つ
よ
う
に
見
え
る
。

　

だ
が
、
次
の
戦
い
で
米
軍
が
投
入
し
て
来
る
で
あ
ろ
う
空

母
は
七
隻
な
い
し
八
隻
、
艦
上
機
の
総
数
は
六
〇
〇
機
か
ら

七
〇
〇
機
と
見
積
も
ら
れ
る
。

　

第
三
艦
隊
の
航
空
兵
力
だ
け
で
は
、
決
戦
時
の
制
空
権
確

保
は
難
し
い
。

　

そ
れ
を
補
完
す
る
の
が
、
基
地
航
空
隊
だ
が
―
。

「
諸
官
も
承
知
し
て
い
る
と
思
う
が
、
基
地
航
空
隊
は
兵
力

の
消
耗
が
激
し
い
」

　

加
来
が
指
示
棒
を
戦
況
図
に
伸
ば
し
、
ラ
バ
ウ
ル
と
ト
ラ

ッ
ク
を
交
互
に
指
し
た
。

　

帝
国
海
軍
の
基
地
航
空
隊
は
、
ラ
バ
ウ
ル
の
第
一
航
空
艦

隊
と
ト
ラ
ッ
ク
の
第
二
航
空
艦
隊
が
あ
る
が
、
前
者
は
ブ
ー

ゲ
ン
ビ
ル
島
か
ら
頻ひ

ん

々ぴ
ん

と
飛
来
す
る
敵
機
の
迎
撃
戦
で
消
耗



★
ご
覧
い
た
だ
い
た
立
ち
読
み
用
書
籍
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

形
式
で
、
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
続
き
は

書
店
に
て
お
求
め
の
上
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。




